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議
会
だ
よ
り

あ
さ
ひ
む
ら

前へ進む一年へ
新
し
い
年
を
迎
え
、
村
民
の
皆
さ
ま
が
穏
や

か
に
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
議
会
は
２
年
の
折
り
返
し
を
迎
え
、

い
よ
い
よ
任
期
最
後
の
年
と
な
り
ま
す
。
今
年

も
議
会
の
本
来
の
役
割
で
あ
る
、
行
政
運
営
の

適
切
な
確
認
と
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
村
民

の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
大
切
に
し
、
子
育
て
、

福
祉
、
産
業
、
防
災
な
ど
の
課
題
に
し
っ
か
り

向
き
合
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
７
年
度
、
村
で
は
診
療
所
や
若
者
優
良

住
宅
建
設
の
着
工
、
浄
水
場
の
完
成
等
多
岐
に

わ
た
る
事
業
が
着
実
に
進
展
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
業
が
村
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
有

効
か
つ
持
続
的
な
成
果
を
も
た
ら
す
も
の
と
な

る
よ
う
、
議
会
と
し
て
も
今
後
の
進
捗
を
注
視

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
午
年
、
皆
さ
ま
の
歩
み
が
自
然
と
前

へ
進
む
、
明
る
く
希
望
に
満
ち
た
一
年
と
な
り

ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

小林 弘之

元日の朝日村役場からの日の出
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議案第64号 朝日村乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について

議案第65号 朝日村地域優良賃貸住宅条例の制定について

議案第66号 朝日村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例について

議案第67号 朝日村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例について

議案第68号 朝日村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例に
ついて

議案第69号 指定管理者の指定について

議案第70号 財産の無償譲渡について

議案第71号 字の区域の変更について

議案第72号 工事請負変更契約の締結について

議案第73号 令和 7年度朝日村一般会計補正予算（第３号）について

議案第74号 令和 7年度朝日村国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について

議案第75号 令和 7年度朝日村介護保険特別会計補正予算（第 2号）について

議案第76号 令和 7年度朝日村下水道事業会計補正予算（第１号）について

発議第6号 診療報酬・介護報酬及び障害福祉サービス等報酬 10％以上の引き上げを求める意見書について

12月定例会は2日に招集され、
12日までの11日間開催された。5
日には常任委員会を開催。9日に一
般質問を行い、12日最終日に上程
されたすべての議案を原案通り可
決し閉会した。

一般会計補正予算8,470万円追加 財政調整基金積立金7,826万円等一般会計補正予算8,470万円追加 財政調整基金積立金7,826万円等

総額47億3,100万円へ総額47億3,100万円へ

12 月定例会 一般質問
動画配信しています

いつでも　どこでも　何度でも
議員ごとご覧いただけます

P5〜9 一般質問 QRコードからもどうぞ

こちらから
どうぞ

12月
定例会
12/2〜12

【主な議案】
令和７年度朝日村一般会計補正予算　8,470 万円を追加
総額 47 憶 3,100 万円

◦歳入
・地方交付税1,985万円、繰越金7,176万円、
　諸収入516万円を増額。
　国庫支出金633万円、村債840万円を減額。

◦歳出
・子育て世代住宅取得補助金275万円
・公共交通運行経費補助金503万円
・診療所建設事業工事請負費118万円　　　
・財政調整基金積立金7,826万円
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議案第77号 朝日村議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を
改正する条例について

議案第78号 朝日村特別職の職員で常勤の者等の給与に関する条例の一部を改
正する条例について

議案第79号 朝日村一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例に
ついて

議案第80号 令和７年度朝日村一般会計補正予算（第 4号）について
議案第81号 令和７年度朝日村介護保険特別会計補正予算（第 3号）について
議案第82号 令和７年度朝日村簡易水道事業会計補正予算（第 2号）について
議案第83号 令和７年度朝日村下水道事業会計補正予算（第 2号）について

議案第１号 工事請負変更契約の締結について
議案第2号 令和７年度朝日村一般会計補正予算 (第５号 ) について

臨時会
12/19

1/14

12月19日に第6回臨時会が招集された。主な内容は国の人事院勧告に沿った給与
改定で上程されたすべての議案を原案通り可決した。

1月14日令和８年第１回臨時会が招集された。補正予算には、物価高騰対策として
国の重点支援地方交付金を活用したお米券や商品券配布等の事業が盛り込まれた。

お米券・商品券等物価高騰対策お米券・商品券等物価高騰対策

一般会計補正予算6,980万円追加一般会計補正予算6,980万円追加

人事院勧告に沿った条例改正・補正予算人事院勧告に沿った条例改正・補正予算

10
月
8
日

◦
令
和
７
年
度
内
部
監
査
の
報
告

今
年
度
は
、
補
助
金
交
付
に
つ
い
て
監

査
を
実
施
。
概
ね
適
正
な
事
務
処
理
で

あ
っ
た
。
軽
微
な
指
摘
に
つ
い
て
は
改

善
し
て
い
く
と
報
告
を
受
け
た
。

◦
あ
さ
ひ
プ
ラ
イ
ム
ス
キ
ー
場
カ
ル
テ
ッ

ト
ホ
ー
ル
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
修
繕
工
事

当
初
の
床
板
の
み
で
な
く
、
腐
敗
が
激

し
い
根
太
の
修
繕
も
必
要
。

11
月
7
日

◦
域
優
良
賃
貸
住
宅
の
入
居
条
件
等

入
居
者
の
資
格
、
家
賃
、
選
考
等
に
つ

い
て
。

◦
朝
日
村
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
（
こ
ど

も
誰
で
も
通
園
制
度
）

令
和
８
年
度
か
ら
開
始
、
実
施
内
容
に

つ
い
て
。

◦
朝
日
小
学
校
少
人
数
学
級
の
導
入

来
年
度
か
ら
小
学
1
年
生
対
象
に
導
入

さ
れ
る
。

12
月
12
日

◦
2
0
2
6
財
政
計
画
及
び
実
施
計
画

◦
朝
日
・
波
田
線
（
ぐ
る
っ
と
ま
つ
も
と

バ
ス
）
運
賃
改
定

普
通
運
賃
は
サ
ー
ビ
ス
維
持
の
た
め
20

円
値
上
げ
。

◦
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当

児
童
手
当
支
給
対
象
児
童
一
人
当
た
り

一
律
2
万
円
支
給
。

◦
朝
日
村
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

村
の
実
情
や
広
域
処
理
の
枠
組
み
に
即

し
た
今
後
の
ご
み
処
理
の
あ
り
方
の
計

画
。
概
要
の
説
明
。

◦
部
活
動
の
地
域
展
開
に
つ
い
て　

新
年
度
の
本
格
運
用
を
目
指
し
、
1
月

か
ら
鉢
盛
ク
ラ
ブ
ス
タ
ー
ト
。

1
月
14
日

◦
第
４
次
朝
日
村
男
女
共
同
参
画
計
画

（
素
案
）　
審
議
会
で
審
議
さ
れ
て
い

る
計
画
に
つ
い
て
説
明
。

◦
県
建
設
事
業
の
報
告

針
尾
西
沢
砂
防
施
設
計
画
・
県
道
拡
幅

工
事
（
新
田
松
本
線
、
御
馬
越
塩
尻
停

車
場
線
）

◦
松
塩
筑
木
曽
老
人
福
祉
施
設
組
合
の
現

状
と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
運
営
の
対

応
に
つ
い
て

組
合
職
員
か
ら
厳
し
い
運
営
状
況
で
あ

る
と
説
明
。

全員
協議会
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社会文教委員会報告　社会文教委員会報告　陳情審議陳情審議

本委員会に付託された陳情第10号「診療報酬・介護報酬及び障害福祉サービス等報酬10%以上の引き
上げを求める陳情書」について全会一致で採択すべきものとした。

医療機関は過去最大規模で倒産・廃業がすすみ、人員不足も深刻であり、地域の医療が崩壊寸前とい
われる中、医療事業の安定的な維持発展と、労働者の処遇改善の必要性は十分に理解できるとし、この陳
情を採択すべきものとした。

社会文教委員長　齊藤　正法

議会視察研修議会視察研修
新潟県へ 復興・安全・移住を視察新潟県へ 復興・安全・移住を視察

11/19に村の基幹産業である農業の振興策と遊休農地対策について、下伊那郡松川町農村観光交流セ
ンターみらいを訪問。農業振興係長と小学校栄養士の説明・質疑、圃場・産直市場見学を行った。松川村
の就農人口増の取組は、村・農業委員会・生産者・JA等、組織を横断する話し合いが定期的に行われて
いるのが特徴であった。長期的な農業振興策の一助となる貴重な学びの機会となった。

1/5は5区長と区の現状や課題等について懇談した。空き家問題は深刻であり対応の必要性や、地域コ
ミュニティの希薄化参加して良かったと思う取組の重要性が共有された。直接区長から話を伺う良い機会
となった。

総務産業委員長　豊田　惠美子

松川町遊休農地対策・区長と懇談松川町遊休農地対策・区長と懇談

今年度は、2004年中越地震で甚大な被害を受けた旧山古志村での復興までの経過、柏崎刈羽原子
力発電所の現況と安全を高める日々の取組、そして津南町の移住相談サポートの取組について視察を
実施。

旧山古志村では、当時現場に携わった行政職員に被災直後の対応から復興に至るまでの話を伺っ
た。災害時の迅速な現場判断、住民同士の繋がりの
重要性を感じた。復興館では当時の被害状況を伝え
る展示を見学し、災害に対する意識を改めて見直す
機会となった。

柏崎刈羽原子力発電所は東日本大震災の教訓を生
かし、膨大な費用と尽力を投入して新しく強化され
た厳しい新規制基準への取組実態と、地元との連携
の重要性を見聞した。

津南町では移住の取組を視察。移住サポーターと
移住コーディネーターを配置し、町に実際に足を運
んでもらえる取組がされており、移住促進に向けた
具体的な工夫を学ぶことができた。

清沢　正毅

総務産業委員会報告総務産業委員会報告

復興館で当時の話をきく

10/30・31



中村 文映 議員
1 あさひ保育園「完全給食」実現に向けて
2 進む水道事業広域化研究と村の対応について
3 村道西洗馬87号線向陽台連絡道路拡幅について

羽多野 美映 議員
1 喫煙マナー向上に向けた取り組みについて
2 農作業に伴う焼却作業と生活環境との調和について

豊田 惠美子 議員
1 朝日村の遊休農地をどう生かしていくか、就農人口減対
策として取組を

2 鳥獣被害防止の取組―特に熊への対応について
3マレットゴルフ場の今後について

清澤 あゆみ 議員
1 誰もが安心して移動できる村の公共交通について
2 ふるさと納税の現状と返礼品の充実に向けた取り組みに
ついて

古池 美佐江 議員
1 役場職員の接遇について
2 地区自治会のあり方と方向性について

北村 直樹 議員
1 令和８年度予算の予算編成の基本方針について

清沢 正毅 議員
1 針尾防災センター設置に向けての準備状況について
2 村に一箇所しかないガソリンスタンドの存続経営について
（続編）

清沢 敬子 議員
1 住民サービス向上と行政効率化を目指す「書かない窓口」
の実現と「総合案内係」の設置について

2 生活困窮者世帯・高齢者世帯で住民税非課税世帯への猛暑
対策としてのエアコン購入助成および電気代補助について

齊藤 正法 議員
1 空き家バンクの売買対応と今後の対策について
2 集会所の電気・水道の基本料金補助について
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村政に問う！！一 般一 般
質 問質 問 一般質問とは、議場において議員が日常活動と住民の声や

疑問をもとに、村政全般にわたり行政の姿勢をただすものです。

ここが聞きたい　9議員 19 項目ここが聞きたい　9議員 19 項目

問　
朝
忙
し
い
子
育
て
世
代
が
毎
日
ご
飯

を
用
意
す
る
の
は
大
変
だ
。
保
育
園
で
ご

飯
を
提
供
出
来
な
い
か
。

村
長　
村
は
経
常
経
費
を
増
や
す
の
は
厳

し
い
状
況
。
今
の
施
設
で
は
対
応
で
き
な

い
。
業
者
仕
入
れ
は
年
間
2
0
0
万
円
掛

か
る
。
保
護
者
に
喜
ば
れ
る
施
策
は
何
な

の
か
調
査
を
し
て
検
討
し
て
い
く
。

教
育
長　
小
学
校
の
学
校
給
食
に
国
の
財

政
措
置
が
つ
け
ば
財
政
に
余
裕
が
出
る
か

も
し
れ
な
い
。
主
食
提
供
も
現
実
的
な
話

に
な
っ
て
く
る
と
考
え
る
。

再
質
問　
今
の
施
設
で
お
釜
一
台
置
け
な

い
は
ず
が
な
い
と
思
う
が
。

村
長　
村
は
以
前
か
ら
副
食
を
無
償
で
提

供
し
て
い
る
。
村
の
園
児
に
対
す
る
福
祉

は
他
の
自
治
体
に
比
べ
て
か
な
り
進
ん
で

い
る
こ
と
も
理
解
し
て
欲
し
い
。

進
む
水
道
事
業
広
域
化
研
究
に
つ
い
て

問　
人
口
減
少
、
大
災
害
に
備
え
て
広
域

的
な
研
究
会
に
参
加
し
な
く
て
大
丈
夫

か
。
ま
た
、
長
期
的
に
見
て
村
は
上
水
道

事
業
を
維
持
で
き
る
の
か
。

建
設
環
境
課
長　
事
業
を
長
期
運
営
す
る

こ
と
は
難
し
い
と
認
識
し
て
い
る
。広
域
連

携
や
民
間
委
託
が
現
実
的
と
考
え
て
い
る
。

村
長　
課
題
は
管
路
の
老
朽
化
対
策
だ
。

財
政
的
に
全
て
の
耐
震
化
に
取
り
組
む
こ

と
は
難
し
い
。
老
朽
化
を
迎
え
た
も
の
か

ら
対
応
し
て
い
く
。
広
域
的
会
議
で
は
大

事
な
施
策
の
方
向
付
け
が
さ
れ
る
と
思

う
、
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い
。

答 

保
護
者
の
意
向
調
査
を
し
て
検
討
し
て
い
き
ま
す

保
育
園「
完
全
給
食
」

実
現
に
向
け
て

中村文映 議員

◀こちらから
　動画でご覧
　いただけます。

あったかいごはんおいしいね！
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問　
公
共
施
設
の
敷
地
内
は
全
面
禁
煙
と

し
て
い
る
が
、
庁
舎
周
辺
で
は
歩
き
た
ば

こ
や
吸
い
殻
が
み
ら
れ
る
。
双
方
が
安
心

で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
喫
煙
場
所

の
設
置
や
案
内
改
善
、
ま
た
健
康
村
事
業

と
し
て
禁
煙
推
進
の
実
行
性
を
ど
う
評
価

し
て
い
る
か
。

総
務
課
長　
特
定
喫
煙
場
所
設
置
に
は

「
利
用
者
が
通
常
立
ち
入
ら
な
い
区
画
」

が
必
要
だ
が
、
庁
舎
で
は
確
保
困
難
。
健

康
増
進
法
や
位
置
づ
け
や
健
康
村
事
業
の

主
旨
か
ら
も
慎
重
な
判
断
が
必
要
で
、
現

時
点
で
は
設
置
は
難
し
い
。
た
だ
し
、
指

摘
の
と
お
り
喫
煙
者
・
非
喫
煙
者
双
方
へ

の
配
慮
も
課
題
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
検

討
を
進
め
た
い
。

村
長　
ま
ず
は
吸
い
殻
を
持
ち
帰
る
な
ど

マ
ナ
ー
周
知
を
強
化
し
た
い
。

問　
農
作
業
に
伴
う
焼
却
、
生
活
者
と
ど

う
調
和
す
る
か
。

建
設
環
境
課
長　
野
焼
き
の
苦
情
は
年
4

〜
5
件
（
主
に
煙
・
臭
い
）
。
必
要
に
応

じ
周
知
と
現
地
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

問　
軽
微
な
焼
却
は
例
外
的
に
認
め
ら
れ

て
い
る
が
基
準
が
曖
昧
で
不
公
平
が
生
じ

る
。
農
家
・
住
民
双
方
が
安
心
で
き
る
よ

う
、
時
間
帯
や
配
慮
事
項
な
ど
共
通
ル
ー

ル
を
明
確
化
す
べ
き
。

建
設
環
境
課
長　
風
向
き
・
時
間
帯
・
火

災
予
防
等
を
整
理
し
、
関
係
者
と
共
有
の

う
え
、
運
用
ル
ー
ル
を
今
年
度
中
に
作
成

す
る
。
住
民
理
解
に
も
つ
な
げ
た
い
。

問　
松
川
町
は
遊
休
農
地
対
策
に
有
機
野

菜
・
米
を
栽
培
し
て
学
校
給
食
に
提
供
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
・
集
落
支
援
員
を

活
用
し
て
就
農
人
口
が
増
え
て
い
る
。

朝
日
村
で
、
就
農
希
望
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
に
、
集
落
支
援
員
を
活
用
（
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
担
当
）
し
て
、

村
・
J
A
・
研
修
先
農
家
・
農
業
委
員

会
・
県
・
農
業
大
学
校
等
と
協
力
し
て
3

年
間
の
新
規
就
農
者
育
成
支
援
が
で
き
な

い
か
。

産
業
振
興
課
長　
朝
日
村
は
新
規
就
農
者

の
研
修
先
・
住
居
等
の
基
盤
が
な
く
、
新

規
就
農
を
希
望
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
の
受
け
入
れ
が
難
し
い
。
松
川
町
の
や

り
方
は
す
ぐ
れ
て
お
り
選
択
肢
と
し
て
検

討
す
る
。
村
は
、
里
親
制
度
や
大
型
機

械
・
技
術
の
あ
る
親
元
就
農
へ
の
支
援
を

行
う
。

問　
新
規
就
農
希
望
者
受
け
入
れ
の
基
盤

づ
く
り
を
、
産
業
振
興
課
が
中
心
と
な
っ

て
村
長
の
後
押
し
で
検
討
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
な
い
か
。

村
長　
村
の
農
業
は
果
樹
と
違
い
野
菜
栽

培
だ
が
松
川
町
に
つ
い
て
研
究
し
て
み

る
。

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
の
今
後
に
つ
い
て

問　
来
年
5
月
末
終
了
す
る
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
場
の
そ
の
後
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
振
興
課
長　
地
権
者
が
森
林
回
復
を

希
望
し
て
い
る
。
林
道
は
維
持
し
村
が
管

理
す
る
。
建
物
は
解
体
す
る
。
費
用
に
つ

い
て
は
千
五
百
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

新
規
就
農
者
の
支
援
で

就
農
人
口
減
少
対
策
を
！

答 

村
の
農
業
は
野
菜
栽
培
だ
が
、松
川
町
に
つ
い
て
研
究
し
て
み
る

豊田惠美子 議員

「
喫
煙
マ
ナ
ー
」庁
舎
周
辺
の

環
境
改
善
は
？

答 

喫
煙
所
設
置
は
困
難
、ま
ず
は
マ
ナ
ー
改
善

羽多野美映 議員

松川町産業観光課農業振興係資料より
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問　
週
２
回
運
行
し
て
い
る
買
い
物
バ
ス

の
今
後
は
？　
　
　
　
　
　

企
画
財
政
課
長　
買
い
物
バ
ス
を
廃
止

し
、
セ
ミ
デ
マ
ン
ド
方
式
で
運
行
す
る
く

る
り
ん
号
に
一
本
化
す
る
方
向
で
、
運
行

事
業
者
と
現
在
協
議
中
。　

問　
乗
車
率
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
や

見
直
し
は
？

企
画
財
政
課
長　
免
許
証
返
納
の
際
に
配

布
し
て
い
る
乗
り
物
チ
ケ
ッ
ト
の
使
用
期

限
を
撤
廃
し
利
用
促
進
に
つ
な
げ
る
。
ま

た
買
い
物
バ
ス
普
及
に
向
け
て
高
齢
者
が

集
う
機
会
に
利
用
方
法
を
説
明
し
て
い

く
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と

返
礼
品
の
充
実
に
む
け
て

問　
当
村
へ
の
昨
年
度
の
寄
付
額
と
村
民

が
他
自
治
体
に
寄
付
し
て
い
る
流
出
額

は
？

企
画
財
政
課
長　
寄
付
額
4
4
4
万
3
千

円
。
流
出
額
5
4
7
万
2
9
5
0
円
。

問　
上
記
の
金
額
を
見
て
も
、
よ
り
返
礼

品
の
充
実
が
望
ま
れ
る
。
し
か
し
当
村
の

サ
イ
ト
の
現
状
は
魅
力
的
な
サ
イ
ト
と
は

言
え
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
ど
の
よ

う
な
改
善
を
検
討
し
て
い
る
か
。

企
画
財
政
課
長　
返
礼
品
の
数
が
少
な
い

の
が
根
本
的
な
要
因
。
サ
イ
ト
の
見
せ
方

を
含
め
、
魅
力
あ
る
サ
イ
ト
に
し
て
い
く

よ
う
に
運
営
サ
イ
ト
と
協
議
し
て
い
く
。

返
礼
品
の
充
実
に
む
け
て
商
工
会
、
J
A

を
通
じ
て
協
力
を
お
願
い
し
充
実
で
き
る

よ
う
に
改
善
策
を
見
つ
け
検
討
し
て
い

く
。
P
a
y
P
a
y
商
品
券
を
活
用
し
た

取
り
組
み
も
充
実
さ
せ
て
い
く
。

問　
電
話
対
応
の
際
に
職
員
が
氏
名
を
名

乗
ら
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

副
村
長　
電
話
を
受
け
た
初
期
対
応
で

は
、
迅
速
に
担
当
課
へ
繋
ぐ
こ
と
を
優
先

し
、
名
乗
ら
ず
に
対
応
し
て
い
る
。
取
り

次
ぎ
後
は
担
当
職
員
が
氏
名
を
名
乗
っ
て

い
る
。
今
後
改
め
て
運
用
状
況
を
確
認

し
、
必
要
な
指
導
を
行
う
。

問　
問
い
合
わ
せ
に
対
す
る
対
応
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
か
。
途
中
経
過
の
報
告

は
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長　
メ
ー
ル
に
よ
る
問
い
合
わ
せ

や
公
文
書
公
開
請
求
に
つ
い
て
は
概
ね
２ 

週
間
以
内
に
回
答
す
る
事
を
原
則
と
し
て

い
る
。
回
答
に
時
間
を
要
す
る
場
合
は
途

中
経
過
を
報
告
す
る
。

問　
職
員
の
名
札
表
記
（
名
字
の
み
表

記
）
な
ど
変
更
し
た
際
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
で
周
知
で
き
な
い
か
。

副
村
長　
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

地
区
自
治
会
の
あ
り
方
と
方
向
性
に
つ
い
て

企
画
財
政
課
長　
全
地
区
の
役
員
と
懇
談

で
は
「
未
加
入
者
」
「
役
員
負
担
の
重

さ
」
「
高
齢
化
」
が
共
通
の
課
題
と
し
て

あ
げ
ら
れ
、
地
区
の
一
体
感
や
持
続
可
能

な
運
営
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
と
の
声
が

多
く
聞
か
れ
た
。
即
効
性
の
あ
る
解
決
策

は
な
い
が
、
世
帯
数
の
少
な
い
地
区
と
、

多
い
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
設
定
し
、
職

員
と
の
懇
談
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実

情
に
応
じ
た
丁
寧
な
対
応
を
進
め
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

役
場
職
員
の
村
民
へ
の

接
遇
対
応
は
適
切
か
？

答 

村
民
に
寄
り
添
っ
た
対
応
と
な
る
よ
う
改
善
に
努
め
て
い
く

古池美佐江 議員

通
学
バ
ス
を
快
適
に

す
る
た
め
に
は
？

答 

大
き
な
バ
ス
へ
の
変
更
は
当
面
見
送
り
。Q
R
決
済
の
不
具
合
、

な
く
な
る
よ
う
努
力
す
る

清澤あゆみ 議員
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問　
令
和
7
年
度
予
算
は
43
億
1
千
万

円
。
本
年
は
昨
年
と
違
い
税
制
改
正
に
よ

り
、
給
与
所
得
控
除
や
基
礎
控
除
の
変
更

や
、
農
業
所
得
者
に
よ
る
朝
日
村
全
体
で

3
億
の
売
上
減
。
こ
う
し
た
背
景
を
受
け

村
の
税
収
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
生
じ
る

の
か
。

①
令
和
8
年
度
の
歳
入
見
込
み
額

②
令
和
8
年
度
の
予
算
編
成
基
本
方
針

③
お
米
券
の
配
布
事
業
に
つ
い
て

④
記
念
す
べ
き
第
10
回
大
博
覧
会
事
業
に

つ
い
て

村
長
・
総
務
課
長
・
企
画
財
政
課
長

①
令
和
8
年
度
の
当
初
予
算
は
約
40
億
を

見
込
ん
で
い
る
。

②
地
方
行
財
政
の
課
題
に
活
力
あ
る
持
続

可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
を
基
に
朝
日

村
第
6
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の

方
針
に
沿
い
予
算
編
成
を
行
う
。

　
特
に
医
療
体
制
の
維
持
。
人
口
確
保
対

策
。
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
。
以
上

3
点
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
む
。

③
国
か
ら
の
重
点
支
援
地
方
交
付
金
が
当

朝
日
村
に
い
く
ら
来
る
の
か
。
そ
れ
を

見
極
め
た
う
え
で
、「
お
米
券
」
が
よ

い
の
か
?
又
は
「
商
品
券
」
が
良
い

の
か
。
年
明
け
早
々
に
検
討
を
行
い
た

い
。

④
商
工
会
と
来
年
度
の
大
博
覧
会
に
つ
い

て
協
議
を
行
う
。
第
10
回
と
い
う
事
で

予
算
等
が
発
生
す
る
の
で
財
政
と
相
談

し
な
が
ら
事
業
を
組
み
立
て
て
い
き
た

い
。

問　
令
和
6
年
6
月
の
一
般
質
問
で
針
尾

防
災
セ
ン
タ
ー
設
置
構
想
を
伺
っ
た
際
、

翌
令
和
7
年
に
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ

必
要
な
予
算
を
計
上
し
、
砂
防
堰
堤
完
成

を
待
た
ず
し
て
防
災
セ
ン
タ
ー
設
置
に
向

け
た
行
動
に
着
手
す
る
、
と
村
長
か
ら
の

回
答
を
い
た
だ
い
た
が
、
1
年
半
経
過
し

た
現
在
予
算
計
上
も
準
備
委
員
会
発
足
の

動
き
な
ど
未
だ
に
見
え
て
き
て
い
な
い
。

村
長
任
期
も
来
年
1
年
を
残
す
だ
け
と

な
っ
た
が
、
防
災
セ
ン
タ
ー
設
置
に
向
け

た
準
備
状
況
は
い
か
が
か
。

村
長　
次
年
度
令
和
8
年
早
々
に
区
長
会

に
諮
り
、
準
備
委
員
会
等
を
立
上
げ
必
要

な
予
算
を
確
実
に
計
上
し
、
針
尾
防
災
セ

ン
タ
ー
設
置
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
。

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の存

続
経
営
に
つ
い
て 

問　
9
月
24
日
に
県
か
ら
給
油
過
疎
地

（
市
町
村
内
に
G
S
が
3
箇
所
以
下
）
へ

の
G
S
存
続
に
向
け
た
支
援
策
が
明
確
に

示
さ
れ
た
。
こ
の
県
独
自
の
支
援
策
も
来

年
か
ら
5
年
間
と
の
事
。
給
油
過
疎
地
に

該
当
す
る
朝
日
村
と
し
て
は
、
こ
の
支
援

策
を
ど
う
活
用
し
村
民
の
重
要
な
生
活
基

盤
と
な
る
一
箇
所
し
か
な
い
G
S
の
存
続

に
生
か
し
て
行
く
の
か
。

産
業
振
興
課
長　
村
と
し
て
こ
の
支
援
策

を
活
用
す
べ
く
J
A
と
話
し
合
い
を
行

い
、
今
後
の
燃
料
供
給
体
制
の
計
画
作
成

に
取
組
む
。
す
で
に
12
月
11
日
に
は
J
A

と
初
回
の
検
討
会
を
開
始
す
る
。

令
和
8
年
度
予
算
編
成
と

基
本
方
針
に
つ
い
て

答 

令
和
8
年
度
予
算
総
額
は
現
状
40
億
を
見
込
ん
で
い
る

北村直樹 議員

針
尾
防
災
セ
ン
タ
ー
設
置
に

向
け
て
の
準
備
状
況

答 

令
和
8
年
度
か
ら
準
備
委
員
会
を
ス
タ
ー
ト

清沢正毅 議員

西洗馬防災センター

令和7年度当初予算
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問　
生
活
困
窮
者
世
帯
お
よ
び
住
民
税
非

課
税
の
高
齢
者
世
帯
を
対
象
と
し
た
、
エ

ア
コ
ン
費
用
助
成
制
度
の
新
設
を
考
え
て

い
る
か
。

住
民
福
祉
課
長　
昨
年
は
こ
れ
ま
で
と
比

較
に
な
ら
な
い
暑
さ
と
な
り
、
エ
ア
コ
ン

が
生
活
に
必
要
な
電
化
製
品
と
な
っ
て
き

て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。
現
状
に
お
い
て

は
、
財
政
的
な
観
点
も
含
め
、
国
、
県
、

他
自
治
体
の
公
平
性
と
実
効
性
の
あ
る
施

策
に
注
視
し
て
い
く
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
行
政
効
率
化
を

目
指
す
「
書
か
な
い
窓
口
」
の
実
現
と

「
総
合
案
内
係
」
の
設
置
に
つ
い
て

問　
現
在
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
加

入
率
は
。

企
画
財
政
課
長　
村
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
保
有
率
は
、
令
和
7
年
10
月
末
時

点
で
81
．
2
%
（
全
国
平
均
78
．
5
%
）

問　
本
村
の
目
指
す
窓
口
の
姿
と
は
。

企
画
財
政
課
長　
「
優
し
い
窓
口
」
職
員

が
丁
寧
に
説
明
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
手

続
き
で
き
る
。
「
効
率
的
で
待
た
せ
な
い

窓
口
」
シ
ス
テ
ム
連
携
で
効
率
化
を
目
指

す
。
「
来
庁
し
な
く
て
も
済
む
窓
口
」
オ

ン
ラ
イ
ン
や
郵
送
で
手
続
き
が
完
結
す
る

仕
組
み
を
整
備
。

問　
「
書
か
な
い
窓
口
」
「
総
合
案
内

係
」
導
入
は
。

企
画
財
政
課
長　
書
か
な
い
窓
口
は
、
業

者
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
実
施

済
み
で
、
導
入
を
検
討
中
。
導
入
が
決
定

し
た
場
合
、
令
和
8
年
度
の
国
の
交
付
金

活
用
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
総
合
案
内

係
は
設
置
せ
ず
、
庁
舎
内
の
案
内
表
示
の

工
夫
で
対
応
す
る
。

空
き
家
の
売
買
に
つ
い
て

問　
村
内
の
相
談
が
村
外
に
流
れ
た
こ
と

に
つ
い
て
。

企
画
財
政
課
長　
売
買
に
関
す
る
知
見
が

無
い
た
め
、
近
隣
自
治
体
に
あ
る
宅
地
建

物
取
引
業
者
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
り
、

山
形
村
の
空
き
家
バ
ン
ク
に
行
っ
て
く
れ

と
紹
介
し
た
も
の
で
は
無
い
。

問　
売
買
対
応
に
踏
み
切
れ
て
い
な
い
理

由
は
？

企
画
財
政
課
長　
長
野
県
宅
地
建
物
取
引

業
協
会
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
有
資
格

者
が
必
要
な
為
、
売
買
対
応
が
出
来
る
事

業
者
を
募
集
す
る
。

問　
今
後
の
方
針
は
？

企
画
財
政
課
長　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の

拡
充
と
有
資
格
者
の
相
談
体
制
の
確
立
を

行
っ
て
い
く
。
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
周

知
徹
底
と
相
談
会
を
計
画
的
に
開
催
予

定
。

集
会
所
の
電
気
・
水
道
の
基
本
料
金
に

つ
い
て

問　
集
会
所
の
契
約
内
容
に
つ
い
て
。

総
務
課
長　
地
区
の
所
有
施
設
の
為
、
運

営
経
費
は
把
握
し
て
い
な
い
。

問　
一
次
避
難
所
の
集
会
所
が
維
持
で
き

な
い
状
況
に
つ
い
て
。

総
務
課
長　
集
会
所
は
一
次
“
集
合
場

所
”
と
し
て
地
区
が
定
め
た
場
所
で
あ

り
、
一
次
避
難
所
に
指
定
し
て
い
る
の
は

公
共
施
設
の
屋
外
部
分
で
あ
る
。

問　
今
後
の
方
向
性
は
？

村
長　
地
区
の
あ
り
方
に
も
通
じ
る
課
題

だ
と
思
う
。
地
区
が
継
続
的
に
存
続
す
る

為
の
切
り
口
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
の

で
、
地
区
の
あ
り
方
の
一
つ
の
テ
ー
マ
と

し
て
研
究
し
た
い
。

猛
暑
対
策
の
エ
ア
コ
ン
購
入
助

成
と
電
気
代
補
助
に
つ
い
て

答 

重
点
支
援
交
付
金
の
金
額
決
定
後
、活
用・財
源
と
し
て
検
討
す
る

清沢敬子 議員

空
き
家
バ
ン
ク
の

売
買
対
応
は
？

答 

令
和
８
年
４
月
よ
り
受
付
を
実
施
し
て
い
く

齊藤正法 議員



第2回　村議会議員の仕事①【公式な活動編】
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前号から始めた「村議会議員」になろう。前回は、「村議会議員の役割」についてお届けしましたが、今回
は村議会議員の仕事についてご紹介します。

議員は、議会という公の場で村の将来像を話し合い、住民の声を政策へとつなげる「橋渡し役」です。地域
の課題を見極め、必要なルールづくりや方向性の確認を通じて、暮らしに直結する意思決定に関わります。

あわせて、議会が果たすべき透明性や説明責任も重要です。開かれた議論を積み重ね、行政と健全な緊張関
係を保ちながら、合意形成を進めていきます。ここでは全体像をつかんでいただけるよう、考え方と役割の要点
をわかりやすくお伝えします（細かな手続きや流れの詳細は本文で扱います）。

１　会期と会議の種類（基本）
朝日村議会には、年4回の定例会（3月・6月・9月・12月）と、案件の緊急性・重要性に応じて開く臨時会

があります。定例会では、条例の制定・改廃、予算・決算、契約や財産管理など、村政の根幹に関わる議案を審
議・議決します。

また、一般質問は定例会で実施（1人50分）され、住民の声や現場の課題をもとに、政策の方
向性や進捗・改善策を行政と公開の場で議論します。

朝日村ではYouTubeで配信しています。（12月定例会配信中P5～9）➡︎
２　全員協議会とは（情報共有と論点整理の場）

議員全員と執行部（担当課）が参加し、議案の背景・制度設計の意図・代替案の比較・財政影響・実施工程
などを共有する意見交換の場です（議決は行いません）。定例会での審議に先立って、共通理解をつくるための
ブリーフィング機能（情報共有・論点整理）を担います。ここで理解が深まるほど、定例会本番での質疑・討論
が建設的かつ効率的になります。
３　常任委員会の役割と分担

常任委員会は、所管分野ごとの調査・審査・意見集約を担います。
総務産業委員会（５人）… …… 総務・財政・人事・防災、産業全般、農林建設、道路・河川・上下水道などの

インフラ、地域振興・観光、デジタル化、業務改善 等。
社会文教委員会（５人）… …… 住民福祉、子育て・高齢者支援、保健医療、学校教育・社会教育、

文化・スポーツ、生涯学習、地域コミュニティ 等。
議会運営委員会（４人）… …… 本会議・委員会の日程・議事順序の調整、行政視察の計画、会議規則の点検など、

議会全体の円滑運営を下支えします。
特別委員会（必要に応じ設置）…… 行財政改革や個別大型事業、条例体系見直しなど、期限・目的を区切って

集中的に調査します。
４　請願・陳情の取り扱い

住民や団体からの請願・陳情は、原則として委員会付託 → 常任委員会で審査 → 委員会報告 → 討論 → 採決
の順で扱います。請願は紹介議員が必要で、採択されれば執行部に対応が求められます。制度として住民の声を
政策形成に組み込む重要なルートです。
５　議会の仕組み（定数・任期・役職）

議員定数：10人、任期：4年（令和5年5月1日～令和9年4月30日）。議長・副議長は臨時会で選挙により決
定（任期は取り決めで2年）。議会だよりは広報委員会が編集・発行し、審議内容や結果をわかりやすく村民へ
伝えます。

「村議会議員」になろう
統一地方選挙まで一年少々となりました。
朝日村議会議員選挙は過去３回無投票でした。



東筑村議会議長会 国・県へ要望東筑村議会議長会 国・県へ要望11/4・11

行政視察 既存施設を視察行政視察 既存施設を視察

村民の皆さん「議員と語ろう会」村民の皆さん「議員と語ろう会」
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地域を目で見て
聞いて参加して

　議員は、議員活動日誌のとおりたくさんの諸会議・行事・
研修及び視察を行っています。このコーナーでは、主な活動
について報告します。

東筑摩郡議長会では、東筑議員大会で承認された要望について
国・県へ要望を行った。県へは新田副知事・建設管理課長に、国へ
は長野県選出の下条みつ議員、中川宏昌議員に要望書を提出した。
朝日村からは「県道新田
松本線」をつなぐ「県道新
田松本バイパス」古見区
間の早期完成を要望。

11/29には、県議会へ
も同様の陳情書を提出し
た。　　　（小林弘之）

12月定例会最終日、初見の
議員も多いことから、ゲストハ
ウスかぜのわとピュアラインあ
さひを視察した。村の道の終
着点にあるゲストハウスでは、
モダン・コンパクト・アットホー
ムな宿のリビングで指定管理
者に多くの質問が出た。体験棟の古民家が耐震性の問題で出入り
できない事と、村民への見える化が課題。

ピュアラインあさひでは、菌の力で下水を浄化、塩素消毒後
鎖川に流すシステムの説明後、貯水槽を見学。タオル・下着・
髪の毛を流さない注意の必要を痛感した。　（豊田惠美子）

恒例となった、議会主催の住民懇談会を開催し４名の村
民の方にご参加いただけた。様々なご意見を頂いたが、特
に多かった内容は、９月に行われた「防災訓練」。防災訓練
の参加者が少ない。また、訓練内容に疑問を生じる。毎年
ブラッシュアップが必要。「避難所」と「一時集合場所」の名
称がマッチングしていない。地区の役員が毎年交代してい
くことは防災の面では脆弱。防災については、詳しい方が
続けていく方が良いのでは？と様々なご意見を頂戴した。
村民の皆様の防災意識の高さを改めて感じると同時に来
年の防災訓練に向けての課題を共有し合った。(北村 直樹)
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議員
活動報告

議会活動日誌
10 月

1 水 公共施設マネジメントセミナー

2 木 保育園運動会

8 水 全員協議会 P3
松塩広域施設組合議会運営委員会

9 木 公共交通協議会

15 水 朝日小学校長との懇談

16 木 静岡県掛川市議会視察受入れ

18 土 議員と語ろう会

19 日 村民ゴルフ大会表彰式

22 水 松塩広域施設組合定例会

23 水 賃貸型集合住宅整備事業地鎮祭

24 金 朝日小学校音楽会

26 日 スキークラブ定期総会

29 水 東筑議長会県議会要望 P11

30 木 視察（新潟県・31日まで） P4

11 月

4 火 県地方自治政策課題研修会
東筑議長会県要望

6 木 松本広域連合議会

7 金 全員協議会 P3

11 火 東筑議長会国要望 P11

12 水 全国議長研修

13 木 環境保全協議会視察(14日まで）

18 火 中学校組合議会

19 水 松川町視察 P4

21 金 JA野菜販売実績検討会

25 火 議会運営委員会
松塩筑木曽老人福祉施設組合定例会

12 月

2 火 12月定例会開会 本会議・全員協議会 P2

5 金 常任委員会　広報委員会

9 火 本会議 一般質問 P5〜9

11 木 JA行政懇談会

12 金 本会議 閉会・全員協議会　行政視察 P3・11

15 月 大尾沢浄水場建設改良工事竣工式
社協理事会

16 火 小学校給食試食会

17 水 テレビ松本年頭挨拶収録

19 金 男女共同参画計画審議会

20 土 朝日村アイススケート場安全祈願

24 水 高ボッチFM収録

25 木 あさひ保育園餅つき

地元選出議員へ要望

ピュアラインあさひ　最終沈殿池



朝日村議会へご意見をお寄せください
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「
や
っ
て
み
せ
、
言
っ
て
聞

か
せ
て
、
さ
せ
て
み
せ
、
ほ
め

て
や
ら
ね
ば
、
人
は
動
か
じ
」

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
原
則
で
あ

り
ビ
ジ
ネ
ス
研
修
で
も
使
わ
れ

る
こ
の
言
葉
で
す
が
、
人
は
簡

単
に
動
か
な
い
事
を
示
す
言
葉

で
も
あ
り
ま
す
。
議
員
活
動
に

お
い
て
も
、
相
手
の
話
を
よ
く

聞
き
、
口
を
出
さ
ず
に
任
せ
る

こ
と
、
敬
意
を
持
っ
て
接
す
る

こ
と
が
、
人
を
動
か
す
基
本
だ

と
思
い
ま
す
。

（
齊
藤
正
法
）

発
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責
任
者
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長	

小
林　
弘
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編
集
委
員

　
委
員
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清
澤
あ
ゆ
み

　
副
委
員
長	

北
村　
直
樹

　
委　
員	

齊
藤　
正
法

	

豊
田
惠
美
子

	

古
池
美
佐
江

	

清
沢　
敬
子

▲
こ
ち
ら
か
ら

朝
日
村
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

朝
日
村
駐
在
所
に
赴
任
し
て
約
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。

勤
務
や
私
生
活
を
通
じ
て
、
朝
日
村
の
皆
さ
ん
の
や
さ
し
さ

に
触
れ
、
助
け
合
い
の
温
か
な
地
域
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

私
も
村
民
の
一
員
と
し
て
暮
ら
し
、
日
々
の
あ
い
さ
つ
や
何

気
な
い
会
話
が
安
心
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て

お
り
ま
す
。

昨
年
、
塩
尻
警
察
署
管
内
で
は
、
電
話
で
お
金
詐
欺
に

よ
る
高
額
詐
欺
被
害
や
重
傷
交
通
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

犯
罪
や
交
通
安
全
は
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
が
支

え
と
な
っ
て
い
ま
す
。
留
守
番
電
話
設
定
や
国
際
電
話
利

用
休
止
、
確
実
な
戸
締
ま

り
、
運
転
時
の
安
全
確
認

や
速
度
抑
制
な
ど
、
身
近

な
行
動
が
被
害
防
止
に
つ

な
が
り
ま
す
。

村
内
の
防
犯
・
交
通
安

全
対
策
の
推
進
に
向
け
、

引
き
続
き
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

12月定例会12月定例会
一般質問一般質問

動画配信しています

生中継を見逃してしまった…

一般質問、ちょっと見てみたい…

こちらから
ご覧ください⇒

県町村議会議長会自治功労表彰県町村議会議長会自治功労表彰
議員表彰（議員として 10 年以上在職）

清沢正毅 議員　北村直樹 議員

このたび、このような栄誉ある表彰を賜り、誠に光栄に存じます。
今後も朝日村議会のさらなる発展に寄与できるよう、より一層努力

してまいります。
　　　 清沢 正毅　
　　　 北村 直樹　

P5〜9一般質問QRコードからもどうぞ

何
気
な
い
会
話
で
安
心
を

朝
日
村
警
察
官
駐
在
所
　
殿
内 

海
優 

さ
ん村内のパトロール

11/7小林議長より伝達


